











































































































（第三段）伝教大師大唐に渡て円頓の菩薩大戒を伝て叡山に戒壇をたてゝ此戒を弘めんとし給し時諸宗ゆるさゝりしかは大師顕戒論三巻をつくりて弘仁の天皇に奏し被申給しかハ諸宗のうたへにも不及して同十三年六月十一日に叡山の菩薩大戒の壇場を建立すへきよし詔勅をゆるされき然而論者東西 相互に鉾楯せ かは慈覚大師此専愚を痛み彼紛或をかな ミて顕揚 戒論を撰し給しに高草わつかに立して条読いま ならさ に生命期しかたく毘嵐忽にいたりき遺属曰若円宗ありて我願をとくる者
物
ならはたとひ
眼ハ閉といふとも骼ハ朽すしてうれしとおもハんと安恵和尚先師の一言 感 二年の間に繕収はしめて成て合て十三篇勒八巻として是を三際に伝へ十方に弘んと念して自頸 懸て菅相公之家に至 此文の序書て給らん 望給に相公思召ける様ハこの序ハ朝家の枢鍵也衆生の依拠なるへし自ハえかたし我子なりとも此君にこそかゝせ奉らめと思召てかくといゝ給へは其時ハ貞観八年十一月の事なれは天神ハ御年 つかに廿一にてつかさ位いまた浅く文章の生にまし〳〵けれ共家君の所命なれはかゝせ給たりける序の文をこそ昨日今日ま も戒の大小の相論宗の権実のあらそひ有にあら人神の筆跡なれはとて規模の證拠に






























（第四段）貞観十二年青陽之春都良香之家にて門生に弓遊しけるに行あひ給たりけれは亭主思ふ様此君ハとほそを閇しきゐを不出して机案にひちをくたきて弓の本末ハ存知し給ハしとおも て簾中にかくれゐて試に射させ奉りけれは弓場につゐ立て弓に箭をさしはけて挽わたし給へる姿養由かかひなつきまのあたり見ゆるかなと目も驚く程 て二度放給へは二度あたりぬ百撥百中の勢此君にあり都良香 とろきあさみて射策ハ中鵠の徴 なりとそ感し申 せ給けり軈而其年の三月三日に献策しまし〳〵き都言道





















といふ詩朗詠や扶桑集に載たる其中の作とこそ承り侍れ次の年令旨をうけ給ふ去年春十首に製作のはやき事をしろしめしき当時の廿 の物をとりて とし 可進と則停滞せす又固辞せすして酉の時より戌の二時に及しに廿首の詩を作 令旨をつくしミ給き漢家本朝かゝる類ハ昔も今もあらしとそおほゆる同九年六月 そ中納言より太（ママ）
納言に昇らせ給ふ軈而其日大将の宣旨被
下といへとも三度まてハ御辞退有けれとも遂勅許なかりき同十月廿三日春宮御位につかせ
給て後よりハ万機を摂録し給ふ是を延喜の帝と申也寛平七年其年の春都良香羅城門をとをりけるに麹塵絲を乱柳の家々の垣ねことに春風長閑ゆらめきけれは詩云気霽風梳新柳髪 云けれとも次の句をは案し煩ひけるに門上より大 しハかれたる聲にて氷消てハ浪洗旧苔髭とそ鬼付たり る良香身 けたちおそろし れともさすかに又かなしくて急々菅丞相に参して良香こそ羅城門にて詩有たることを申て候へとて此句を申けれハ菅丞相打咲ハせ給てあはれ人の物をはほし におハする殿哉上句こそ良香の詞 も覚れ下句は鬼神の付たる物をや殿ハ賢人にハ ハせさりけり偏頗ある人にておハしけるとそあさましけ と被仰けれは良香あまりに心うくはつか にみゑ る其よりして菅丞相ハ神通し給ひけりと人々しられけ（絵
　
大納言・大将就任）












































































































































































































































の馬に乗て鳳輦の御前にハ打立給しに駅馬蹄いたみ 鞭を ミついやす仁和の聖代讃州の任におもむかせ しに甘寧か錦 ともつなをときて南海の波のうへにあそひ給しに今度ハ生死の
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